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C O N T E N T S

議会ライブ中継録画映像
スマホでも本会議の動画が視聴できます▶

あやめパーク2020冬のイルミネーション （2/14まで開催）

寒空を暖かく照らす
新島中学校生徒の想いも飾りつけ



還暦特集
60歳を迎えた市民へインタビュー

　香取市が誕生して15年。かとり市議会だよりも今号で60号を迎えました。そこで、60歳を迎えた市民
の皆さんから還暦を迎えての心境や日頃の市議会への想いなどを伺いました。
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団体職員
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市議会は、地域の皆さんの意見を伺う窓口でもあります。今回のインタビューで頂いた意見等を真摯に
受け止め、市民に寄り添った市議会、そして、皆さんの声を市政へ反映させる施策を提言していきます。

貴重な意見を
市政へ

かとり市議会だより No.603



こんなことが
決まりました！

審議結果

審議結果11月臨時会

定例会

12月
　

令
和
2
年
12
月
定
例
会
を
12
月
1
日
か
ら
18
日
ま

で
の
18
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
12
月
14
日

に
は
、
生
活
経
済
建
設
常
任
委
員
会
、
福
祉
教
育
常

任
委
員
会
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
補

正
予
算
を
は
じ
め
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
廃
止

な
ど
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　令和2年11月臨時会を11月12日に開催しました。市長提出議案2件、議員発議案
1件を審議し、いずれも承認・可決しました。

　香取おみがわ医療センター附属看護専門学校のあり方について、
より一層の調査・検討を行っていく必要があると考え、特別委員会
を設置するものです。特別委員会は20人で構成し、委員長に高木
寛議員、副委員長に加藤裕太議員を選出しました。

　
　
　
　

陳
情 

…

件
1

市
長
提
出
議
案 

…

件
12

■
審
議
さ
れ
た
議
案
等

件

計

13

発議案第1号　 香取おみがわ医療センター附属看護専門学校のあり方検討特別委員会の設置について

香取おみがわ医療センター附属
看護専門学校のあり方を考える

香取おみがわ医療センター附属看護専門学校

議案番号 議案名 主な内容 審議結果 賛成（人） 反対（人）

議案第1号 専決処分の承認（一般会計
補正予算）

予算総額に5,326万3千円を
追加し、補正後の総額を421
億3,186万4千円とする。生
後6カ月から小学校6年生ま
での子ども、および妊婦等を
対象にインフルエンザ予防接
種費用の一部助成経費を計上

承認 21 0

議案第2号 専決処分の承認（病院事業
会計補正予算）

新型コロナウイルス感染症対
応従事者慰労金として1,435
万円を追加

承認 21 0

発議案第1号
香取おみがわ医療センター
附属看護専門学校のあり方
検討特別委員会の設置

香取おみがわ医療センター附
属看護専門学校のあり方を検
討するため特別委員会を設置

可決 21 0
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12月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

1

2

3

議案第12号　香取広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

ごみ処理に多古町も加入

香取広域市町村圏事務組合が共同処理する事務へ加入

匝瑳市ほか二町環境衛生組合のごみ処理業務等は終了しますが、一
般廃棄物最終処分場の浸出水の水質等が廃止基準に適合し廃止でき
るまでは継続して施設の管理が必要であり、また、火葬場に関する
事務も共同処理をしているため、引き続き加入することになります。

A

多古町が香取広域市町村圏事務組合のごみ処理事業に加入後も、匝
瑳市ほか二町環境衛生組合の一般廃棄物最終処分場の管理運営に加
入したままの理由は。

Q

共同処理を行う
伊地山クリーンセンター

議案第10号　財産の無償譲渡について（香取市なのはな苑デイサービスセンター）
議案第11号　財産の無償貸付けについて（香取市なのはな苑デイサービスセンター敷地）

なのはな苑デイサービスセ
ンターを㈱楽天堂へ移譲

建物を無償譲渡、用地を無償貸し付け

法的根拠はありませんが、施設の事業内容等を検討し20年間とし
ました。新たな事業の実施は、事業者との協議となります。

A

土地の貸し付け期間が20年とのことだが、どのような法的根拠で年
数を決定したのか。譲渡後、新たな事業を実施することは可能なのか。

Q

移譲が決まった
なのはな苑デイサービスセンター

コロナ禍の影響を受ける観光地

議案第3号　香取市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

新たに政策アドバイザー
を設置

外部専門家の知識を活用

5人の予定です。業務内容は、例として新型コロナウイルス感染症
の感染防止に関する専門家からのアドバイスやポストコロナを見据
えての冷え込んだ観光事業の回復、農産物等のブランド化などに対
して適切な助言、アドバイスをいただくことを想定しています。

A

新たに設置する政策アドバイザーは何人か。また、どのような業務
を行うのか。

Q

かとり市議会だより No.605
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宇
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正
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木
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

※議長（田山一夫議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　〇：賛成　×：反対

12月定例会 議案および採決結果概要

かとり市議会だより No.60 6



議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（総務企画） 令和2年度一般会計補正予算（第8号）

予算総額に3億1,110万7千円を追加し、補正後総額を424億4,297万1千円とする。車
内の空気を浄化する機能を有する循環バス用車両4台の購入費などに8,862万3千円、
避難所での非常用電源として活用可能な公用車の購入費などに1,991万8千円、市有地
等の危険立木伐採委託料に7,600万円を計上

可決

議案第2号
（総務企画）

まち・ひと・しごと創生推進基金条
例制定

企業版ふるさと納税制度に係る寄附金を地方創生推進に有効活用するため新たに設置す
る基金の必要事項を条例で定める 可決

議案第3号
（総務企画）

特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例の一部改正 新たに政策アドバイザーを設置するための所要の改正 可決

議案第4号
（　 －　 ）

特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例等の一部改正

市長および市議会議員等の特別職、ならびに一般職員等の期末手当の年間支給月数を
0.05月引き下げるための所要の改正

可決

議案第5号
（　 －　 ） 職員の給与に関する条例等の一部改正 可決

議案第6号
（生活経済建設） 国民健康保険条例の一部改正 被保険者から児童福祉法の措置対象者等を適用除外とするための所要の改正 可決

議案第7号
（総務企画） 国民健康保険税条例の一部改正 個人所得の算定方法が見直されたため、軽減判定基準を改正 可決

議案第8号
（福祉教育）

デイサービスセンターの設置及び管
理に関する条例廃止

なのはな苑デイサービスセンターを令和3年4月1日に民間法人へ移譲するため条例を廃
止 可決

議案第9号
（福祉教育）

工事請負契約の変更（新島中学校屋内
運動場大規模改修工事）

工事内容の一部に変更が生じたため工事費を200万2千円増額し、契約額を2億1,045
万2千円へ変更 可決

議案第10号
（福祉教育）

財産の無償譲渡（なのはな苑デイサー
ビスセンター）

令和3年4月1日になのはな苑デイサービスセンターを「㈱楽天堂」に移譲するにあたり、
建物を無償で譲渡し、用地を無償で貸し付ける

可決

議案第11号
（福祉教育）

財産の無償貸付け（なのはな苑デイサ
ービスセンター敷地） 可決

議案第12号
（生活経済建設）

香取広域市町村圏事務組合規約の一
部改正に関する協議

令和3年4月1日から不燃性廃棄物処理施設、一般廃棄物最終処分場、可燃性廃棄物処理
施設の設置、管理および運営の事務に多古町が加わることに伴い組合規約の変更を協議 可決

12月定例会　議案および採決結果概要

継続審査となりました
　香取おみがわ医療センター附属看護専門学校の存続は、令和2年11月臨時会で設置した香取お
みがわ医療センター附属看護専門学校のあり方検討特別委員会の議論を踏まえて結論を出す必要
があるため、閉会中の継続審査としました。

陳情第17号　香取おみがわ医療センター附属看護専門学校の存続を求める陳情

かとり市議会だより No.607



QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！ 12月定例会

質問事項

処理料金が値上げされた農業用廃プラスチック
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◆香取おみがわ医療セン
ター附属看護専門学校
のあり方
◆市道の管理のあり方
◆農業用廃プラスチック
の処理業務
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8人の議員が一般質問

質問事項

東京電力パワーグリッド㈱
成田支社と災害協定を締結
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努
力
が
必
要
で
す
が
、全
国

共
通
の
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

共
通
の
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

（
通
称

（
通
称
E
M
I
S
）へ
医
療
機
関
が
情
報
登
録
す
る

）へ
医
療
機
関
が
情
報
登
録
す
る

こ
と
で
各
種
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。市
で
は
、東

こ
と
で
各
種
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。市
で
は
、東

京
電
力
等
が
保
有
す
る
電
源
車
の
要
請
や
発
電
機
の

京
電
力
等
が
保
有
す
る
電
源
車
の
要
請
や
発
電
機
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
令
和
元
年
の
長
期
停
電
を
経
験
し
て
、停
電

令
和
元
年
の
長
期
停
電
を
経
験
し
て
、停
電

が
発
生
し
た
場
合
、電
力
分
野
で
の
企
業
と

が
発
生
し
た
場
合
、電
力
分
野
で
の
企
業
と

の
災
害
協
定
は
結
べ
な
い
か
。

の
災
害
協
定
は
結
べ
な
い
か
。

A
東
京
電
力

東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ

パ
ワ
ー
グ

リ
ッ
ド
㈱
成
田
支

リ
ッ
ド
㈱
成
田
支

社
の
ほ
か
、太
陽

社
の
ほ
か
、太
陽

光
蓄
電
池
で
運
用

光
蓄
電
池
で
運
用

可
能
な
プ
レ
ハ
ブ

可
能
な
プ
レ
ハ
ブ

式
の
避
難
施
設
や

式
の
避
難
施
設
や

太
陽
光
パ
ネ
ル
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
の

リ
ー
ス
を
行
っ
て
い
る
企
業
、発
電
機
な
ど
の
リ
ー

リ
ー
ス
を
行
っ
て
い
る
企
業
、発
電
機
な
ど
の
リ
ー

ス
業
者
等
と
災
害
協
定
を
結
び
対
策
を
進
め
て
い
ま

ス
業
者
等
と
災
害
協
定
を
結
び
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
す
。Q

災
害
対
策
費
に

災
害
対
策
費
に
1
9
0
0

1
9
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
、

万
円
が
計
上
さ
れ
、

公
用
車
を
購
入
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、電

公
用
車
を
購
入
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、電

源
車
両
と
し
て
の
容
量
、車
種
は
。

源
車
両
と
し
て
の
容
量
、車
種
は
。

A
外
部
給
電
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
を

外
部
給
電
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
を

6
台
購
入
予
定
で
す
。
給
電
能
力
は
全
て

台
購
入
予
定
で
す
。
給
電
能
力
は
全
て

1
5
0
0

1
5
0
0
ｗ
で
す
。

ｗ
で
す
。

香
取
市
に
お
け
る

香
取
市
に
お
け
る

S
D
G
ｓ
の
現
状

ｓ
の
現
状

Q
市
と
し
て

市
と
し
て
S
D
G
ｓ
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

ｓ
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

A
第
2
次
総
合
計
画
は
政
府
指
針
の
主
要
原
則

次
総
合
計
画
は
政
府
指
針
の
主
要
原
則

を
考
慮
し
策
定
し
た
ほ
か
、第

を
考
慮
し
策
定
し
た
ほ
か
、第
2
期
ま
ち
・

期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
は
、主
要
施
策
と

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
は
、主
要
施
策
と

S
D
G
ｓ
と
の
関
連
を
明
記
し
て
い
ま
す
。市
の
施

ｓ
と
の
関
連
を
明
記
し
て
い
ま
す
。市
の
施

策
・
事
業
の
多
く
が

策
・
事
業
の
多
く
が
S
D
G
ｓ
の
目
標
に
つ
な
が
る

ｓ
の
目
標
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、各
施
策
を
展
開
、推
進
す
る
こ
と
が
、

こ
と
か
ら
、各
施
策
を
展
開
、推
進
す
る
こ
と
が
、

S
D
G
ｓ
の
推
進
に
な
り
ま
す
。

ｓ
の
推
進
に
な
り
ま
す
。

Q
1717
の
目
標
の
う
ち
、市
と
し
て
取
り
組
む
べ

の
目
標
の
う
ち
、市
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
目
標
は
何
が
あ
る
か
。

き
目
標
は
何
が
あ
る
か
。

A
第
2
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像

次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像

「
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
歴
史
文
化
・
自
然
の

「
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
歴
史
文
化
・
自
然
の

郷
香
取
〜
人
が
輝
き

郷
香
取
〜
人
が
輝
き 

人
が
集
う
ま
ち
〜
」の
実
現
は
、

人
が
集
う
ま
ち
〜
」の
実
現
は
、

S
D
G
ｓ
の
ｓ
の
1717
の
ゴ
ー
ル
到
達
で
あ
る
と
考
え
て

の
ゴ
ー
ル
到
達
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

Q
学
校
教
育
に
お
け
る

学
校
教
育
に
お
け
る
S
D
G
ｓ
の
取
り
組

ｓ
の
取
り
組

み
は
。

み
は
。

A
新
学
習
指
導
要
領
の
１
つ
に「
持
続
可
能
な

新
学
習
指
導
要
領
の
１
つ
に「
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
の
育
成
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、

社
会
の
創
り
手
の
育
成
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
科
学
習
に

教
科
学
習
に
S
D
G
ｓ
関
連
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

ｓ
関
連
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。児
童
・
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
特
色

て
い
ま
す
。児
童
・
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
特
色

あ
る
教
育
課
程
を
編
成
し
、ど
ん
な
課
題
に
も
対
応

あ
る
教
育
課
程
を
編
成
し
、ど
ん
な
課
題
に
も
対
応

し
よ
う
と
す
る
意
欲
や
応
用
で
き
る
思
考
力
を
育
成

し
よ
う
と
す
る
意
欲
や
応
用
で
き
る
思
考
力
を
育
成

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

◆市におけるＳＤＧｓの
取り組み
◆令和元年の台風被災後
の停電対策

令
和
元
年
の

台
風
被
災
後
の

停
電
対
策
は

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
産
業
廃
棄
物
と

な
り
、そ
の
性
質
上
、原
因
者
に
そ
の
処
理

の
義
務
が
あ
る
た
め
、地
元
自
治
体
が
補
助
や
負
担

を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

井
上　

徹 

議
員

い
の
う
え　
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質問事項

整備が進む橘ふれあい公園

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
市

が
行
っ
た
事
業
と
そ
の
費
用
お
よ
び
財
源
は
。

が
行
っ
た
事
業
と
そ
の
費
用
お
よ
び
財
源
は
。

A
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
約

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
約
3
億

8
7
0
0

8
7
0
0
万
円
、中
小
企
業
等
緊
急
支
援
事

万
円
、中
小
企
業
等
緊
急
支
援
事

業
に
約

業
に
約
2
億
5
9
0
0

5
9
0
0
万
円
、地
域
防
災
対
策
事
業

万
円
、地
域
防
災
対
策
事
業

に
約
に
約
1
億
7
千
万
円
、子
育
て
応
援
給
付
金
支
給
事

千
万
円
、子
育
て
応
援
給
付
金
支
給
事

業
に
約

業
に
約
1
億
4
2
0
0

4
2
0
0
万
円
等
で
、国
県
支
出
金
、

万
円
等
で
、国
県
支
出
金
、

市
債
等
を
活
用
し
編
成
し
ま
し
た
。

市
債
等
を
活
用
し
編
成
し
ま
し
た
。

Q
第
3
波
の
影
響
で
窮
地
に
陥
っ
て
い
る
事
業

波
の
影
響
で
窮
地
に
陥
っ
て
い
る
事
業

者
に
対
す
る
市
独
自
の
追
加
支
援
策
は
。

者
に
対
す
る
市
独
自
の
追
加
支
援
策
は
。

A
市
内
の
感
染
状
況
や
社
会
情
勢
を
み
て
検
討

市
内
の
感
染
状
況
や
社
会
情
勢
を
み
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

Q
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し
た
主
な
事
業
と
使

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し
た
主
な
事
業
と
使

わ
な
か
っ
た
予
算
の
処
理
方
法
お
よ
び
来
年

わ
な
か
っ
た
予
算
の
処
理
方
法
お
よ
び
来
年

度
の
予
算
編
成
方
針
は
。

度
の
予
算
編
成
方
針
は
。

A
佐
原
の
大
祭
事
業
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
事
業

佐
原
の
大
祭
事
業
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
事
業

等
で
、総
額
は
約

等
で
、総
額
は
約
8
4
9
0

8
4
9
0
万
円
、財
政
調

万
円
、財
政
調

整
基
金
繰
入
金
取
り
崩
し
額
の
減
額
等
を
考
え
て
い

整
基
金
繰
入
金
取
り
崩
し
額
の
減
額
等
を
考
え
て
い

ま
す
。予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、第

ま
す
。予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、第
2
次
総
合
計

次
総
合
計

画
の
実
現
に
向
け
、そ
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
が
、

画
の
実
現
に
向
け
、そ
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
生
活
や
市
内
経

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
生
活
や
市
内
経

済
活
動
を
支
え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

済
活
動
を
支
え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
阻
止
対
策
に
本
腰
を

人
口
減
少
阻
止
対
策
に
本
腰
を

Q
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
数
値

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
数
値

目
標
未
達
成
の

目
標
未
達
成
の
4
指
標
と
は
。

指
標
と
は
。

A
年
間
観
光
入
込
客
数
、合
計
特
殊
出
生
率
、

年
間
観
光
入
込
客
数
、合
計
特
殊
出
生
率
、

子
育
て
施
策
に
対
す
る
満
足
度
、住
み
続
け

子
育
て
施
策
に
対
す
る
満
足
度
、住
み
続
け

た
い
と
思
う
市
民
の
割
合
で
す
。

た
い
と
思
う
市
民
の
割
合
で
す
。

Q
第
2
期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
に
向
け
た
取

期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
に
向
け
た
取

り
組
み
の
具
体
策
と
は
。

り
組
み
の
具
体
策
と
は
。

A
テ
レ
ワ
ー
ク
や
在
宅
勤
務
等
の
普
及
が
進
み
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
在
宅
勤
務
等
の
普
及
が
進
み
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
方
へ
の
移
住
に
注
目

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
方
へ
の
移
住
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、移
住
者
に
対
す
る
支

が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、移
住
者
に
対
す
る
支

援
制
度
等
に
つ
い
て
、調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
制
度
等
に
つ
い
て
、調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
の

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
の

進
捗
は

進
捗
は

Q
独
立
採
算
と
い
え
ど
も

独
立
採
算
と
い
え
ど
も
3636
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク

ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
は
市
民
に
と
っ
て
必
要
か
。子
育

ゴ
ル
フ
場
は
市
民
に
と
っ
て
必
要
か
。子
育

て
世
代
の
不
満
要
因
の
一
つ
は
市
内
に
近
隣
市
に
あ

て
世
代
の
不
満
要
因
の
一
つ
は
市
内
に
近
隣
市
に
あ

る
よ
う
な
公
園
が
な
い
こ
と
。本
当
に
市
民
の
た
め

る
よ
う
な
公
園
が
な
い
こ
と
。本
当
に
市
民
の
た
め

の
公
園
な
の
か
。

の
公
園
な
の
か
。

A
市
民
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、交
流
人
口
の
拡

市
民
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、交
流
人
口
の
拡

大
を
含
め
、

大
を
含
め
、

幅
広
い
利
用
を
想

幅
広
い
利
用
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

定
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
つ
い
て
は
、市

に
つ
い
て
は
、市

民
の
健
康
増
進
や

民
の
健
康
増
進
や

レ
ジ
ャ
ー
目
的
と

レ
ジ
ャ
ー
目
的
と

併
せ
、大
会
を
行

併
せ
、大
会
を
行

え
る
コ
ー
ス
と
し

え
る
コ
ー
ス
と
し

て
も
考
え
て
い
ま

て
も
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

◆コロナ禍での自治体運
営を体験した上での来
年度の予算編成
◆まち・ひと・しごと創
生総合戦略第１期の実
績
◆橘ふれあい公園整備の
進捗状況と今後の方針

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し

来
年
度
予
算
編
成
の

方
針
は

河
野 

節
子 

議
員

こ
う　
の　 
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質問事項

12月定例会  8人の議員が一般質問

地域で支える子育てのまちを目指して地域で支える子育てのまちを目指して

Q
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
の
妊
産

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
の
妊
産

婦
や
新
生
児
に
対
す
る
助
成
制
度
は
。

婦
や
新
生
児
に
対
す
る
助
成
制
度
は
。

A
妊
娠
期
間
中
に
医
療
機
関
で
健
診
を

妊
娠
期
間
中
に
医
療
機
関
で
健
診
を
1414
回
受
回
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
受
診
券
、総
額

け
る
こ
と
が
で
き
る
受
診
券
、総
額
1010
万
4

千
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

千
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

香
取
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

香
取
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
実
現
を

事
業
計
画
の
実
現
を

Q
少
子
化
が
進
み
、子
育
て
の
重
要
性
が
増
し

少
子
化
が
進
み
、子
育
て
の
重
要
性
が
増
し

て
い
る
中
、香
取
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

て
い
る
中
、香
取
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
概
要
は
。

事
業
計
画
の
概
要
は
。

A
基
本
理
念
を「
輝
く
笑
顔
！

基
本
理
念
を「
輝
く
笑
顔
！ 

地
域
で
支
え
る

地
域
で
支
え
る

子
育
て
の
ま
ち

子
育
て
の
ま
ち 

香
取
」と
し
、地
域
の
実
情

香
取
」と
し
、地
域
の
実
情

に
応
じ
た
教
育
、保
育
や
子
育
て
支
援
事
業
を
総
合

に
応
じ
た
教
育
、保
育
や
子
育
て
支
援
事
業
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
も
の
で
す
。待
機
児
童
発

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
も
の
で
す
。待
機
児
童
発

生
の
抑
制
や
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

生
の
抑
制
や
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
計
画
的
な
整
備
、

支
援
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
計
画
的
な
整
備
、

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
次
世
代
育
成
支

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
次
世
代
育
成
支

援
事
業
の
３
つ
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
で
す
。

援
事
業
の
３
つ
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
で
す
。

Q
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
。

A
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
一
元
化
し
た

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
一
元
化
し
た

こ
と
で
必
要
な
支
援
を
的
確
か
つ
迅
速
に
行

こ
と
で
必
要
な
支
援
を
的
確
か
つ
迅
速
に
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、情
報
の
共
有
化

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、情
報
の
共
有
化

に
よ
り
児
童
相
談
所
や
警
察
、病
院
、学
校
な
ど
の

に
よ
り
児
童
相
談
所
や
警
察
、病
院
、学
校
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
連
携
が
円
滑
に
な
り
、早
期
の
対
応

関
係
機
関
と
の
連
携
が
円
滑
に
な
り
、早
期
の
対
応

で
虐
待
等
の
重
症
化
の
抑
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
虐
待
等
の
重
症
化
の
抑
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
へ
の

小
学
校
高
学
年
へ
の

教
科
担
任
制
の
導
入
を

教
科
担
任
制
の
導
入
を

Q
外
国
語
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化

外
国
語
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化

へ
の
対
応
は
。

へ
の
対
応
は
。

A
外
国
語
の
授
業
は
多
く
の
学
校
で
担
任
が
行

外
国
語
の
授
業
は
多
く
の
学
校
で
担
任
が
行

っ
て
い
ま
す
が
、

っ
て
い
ま
す
が
、3
校
に
英
語
専
科
教
員
を

校
に
英
語
専
科
教
員
を

配
置
し
、一
部
の
ク
ラ
ス
で
専
科
教
員
が
授
業
を
行

配
置
し
、一
部
の
ク
ラ
ス
で
専
科
教
員
が
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
元
年
度
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
元
年
度
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

雇
用
し
、一
部
の
時
間
で
担
任
と
一
緒
に
授
業
を
行

雇
用
し
、一
部
の
時
間
で
担
任
と
一
緒
に
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
主
に
担
任

っ
て
い
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
主
に
担
任

が
行
っ
て
い
ま
す
が
、教
科
に
よ
っ
て
は
専
科
教
員

が
行
っ
て
い
ま
す
が
、教
科
に
よ
っ
て
は
専
科
教
員

が
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

が
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Q
山
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
こ
れ
ま
で
の

山
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
こ
れ
ま
で
の

問
題
点
と
そ
の
対
応
は
。

問
題
点
と
そ
の
対
応
は
。

A
こ
れ
ま
で
大
き
な
問
題
は
な
く
、お
お
む
ね

こ
れ
ま
で
大
き
な
問
題
は
な
く
、お
お
む
ね

順
調
に
運
行
し
て
い
ま
す
。学
校
と
運
転
手
、

順
調
に
運
行
し
て
い
ま
す
。学
校
と
運
転
手
、

添
乗
員
や
運
行
委
託
業
者
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
と

添
乗
員
や
運
行
委
託
業
者
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、定
期
的
に
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る
な
ど

と
も
に
、定
期
的
に
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
安
全
な
運
行
に
努
め
て
い
ま
す
。　

し
て
安
全
な
運
行
に
努
め
て
い
ま
す
。　

◆市の子育て支援の取り
組み
◆市教育ビジョン
◆山田小学校スクールバ
スの運行状況

質
の
高
い
教
育
と

妊
産
婦
・
新
生
児
助
成
制
度

の
拡
充
を

成
毛 

伸
吉 

議
員

な
る 

け 　
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質問事項

大規模改修が必要とされている校舎

Q
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
の

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
の

年
収
は
県
立
佐
原
病
院
よ
り

年
収
は
県
立
佐
原
病
院
よ
り
1
2
0

1
2
0
万
円
万
円

少
な
い
こ
と
か
ら
看
護
専
門
学
校
を
廃
止
し
た
場
合
、

少
な
い
こ
と
か
ら
看
護
専
門
学
校
を
廃
止
し
た
場
合
、

大
学
の
看
護
科
を
卒
業
す
る
学
生
が
就
職
先
に
選
択

大
学
の
看
護
科
を
卒
業
す
る
学
生
が
就
職
先
に
選
択

し
て
く
れ
る
か
。

し
て
く
れ
る
か
。

A
独
立
行
政
法
人
化
を
進
め
る
こ
と
で
、就
職

独
立
行
政
法
人
化
を
進
め
る
こ
と
で
、就
職

先
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力

先
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力

的
な
職
場
に
し
て
い
き
ま
す
。具
体
的
に
は
給
与
制

的
な
職
場
に
し
て
い
き
ま
す
。具
体
的
に
は
給
与
制

度
を
魅
力
的
な
も
の
と
し
、職
場
環
境
を
整
え
、働

度
を
魅
力
的
な
も
の
と
し
、職
場
環
境
を
整
え
、働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

Q
独
立
行
政
法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
公
務
員

独
立
行
政
法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
公
務
員

で
な
く
な
る
の
か
。

で
な
く
な
る
の
か
。

A
公
務
員
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

公
務
員
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

Q
人
件
費
削
減
に
よ
る
経
営
改
善
が
求
め
ら
れ

人
件
費
削
減
に
よ
る
経
営
改
善
が
求
め
ら
れ

給
料
削
減
に
な
ら
な
い
か
。

給
料
削
減
に
な
ら
な
い
か
。

A
人
件
費
削
減
に
よ
る
経
営
収
支
の
改
善
も

人
件
費
削
減
に
よ
る
経
営
収
支
の
改
善
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

考
え
ら
れ
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

収
益
を
上
げ
る
こ
と
や
人
件
費
以
外
の
経
費
を
効

収
益
を
上
げ
る
こ
と
や
人
件
費
以
外
の
経
費
を
効

率
的
に
削
減
し
て
い
く
と
い
う
部
分
も
考
え
ら
れ

率
的
に
削
減
し
て
い
く
と
い
う
部
分
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

ま
す
。

大
規
模
改
修
は
必
要
な
し

大
規
模
改
修
は
必
要
な
し

Q
看
護
専
門
学
校
廃
止
の
理
由
を
大
規
模
改
修

看
護
専
門
学
校
廃
止
の
理
由
を
大
規
模
改
修

が
必
要
で

が
必
要
で
5
億
円
な
い
し

億
円
な
い
し
6
億
円
と
い
う
が
、

億
円
と
い
う
が
、

築
2828
年
で
大
規
模
改
修
と
い
う
公
共
施
設
の
例
は
な

年
で
大
規
模
改
修
と
い
う
公
共
施
設
の
例
は
な

く
築
く
築
4040
年
が
通
常
で
あ
る
。雨
漏
り
の
修
繕
は
防
水

年
が
通
常
で
あ
る
。雨
漏
り
の
修
繕
は
防
水

シ
ー
ト
、防
水
塗
装
、排
水
溝
と
窓
枠
の
コ
ー
キ
ン

シ
ー
ト
、防
水
塗
装
、排
水
溝
と
窓
枠
の
コ
ー
キ
ン

グ
お
よ
び
旧
式
の
サ
ッ
シ
窓
の
取
り
換
え
と
空
気
口

グ
お
よ
び
旧
式
の
サ
ッ
シ
窓
の
取
り
換
え
と
空
気
口

に
雨
よ
け
の
ふ
た
の
設
置
で
十
分
で
あ
る
。業
者
見

に
雨
よ
け
の
ふ
た
の
設
置
で
十
分
で
あ
る
。業
者
見

積
も
り
を
取
っ
た
の
か
。

積
も
り
を
取
っ
た
の
か
。

A
見
積
も
り
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。改
修
す
る

見
積
も
り
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。改
修
す
る

と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、概
算
と

と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、概
算
と

し
て
他
の
事
例
を
参
考
に
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

し
て
他
の
事
例
を
参
考
に
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

Q
耐
震
工
事
は
必
要
な
の
か
。

耐
震
工
事
は
必
要
な
の
か
。

A
耐
震
基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
の
で
、耐

耐
震
基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
の
で
、耐

震
改
修
工
事
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

震
改
修
工
事
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆香取おみがわ医療セン
ターおよび附属看護専
門学校
◆高齢者福祉タクシー
◆コロナ対策

看
護
師
を
確
保
し
続
け
る

た
め
に
看
護
専
門
学
校
を

継
続
す
べ
き

久
保
木 

宗
一 

議
員

く　

ぼ　

き　
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質問事項

12月定例会  8人の議員が一般質問

花粉によるアレルギーも問題
となっている耕作放棄地

Q
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
重
層
的
支
援
体
制

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
へ
の
市
の
取
り
組
み
は
。

整
備
事
業
へ
の
市
の
取
り
組
み
は
。

A
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、香
取
障
害
者
支
援
セ
ン

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、香
取
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
支
援
機
関
と
関
係
部
署
、関
係
機
関
等

タ
ー
な
ど
の
支
援
機
関
と
関
係
部
署
、関
係
機
関
等

が
連
携
・
協
議
を
図
り
、市
と
し
て
有
効
な
支
援
体

が
連
携
・
協
議
を
図
り
、市
と
し
て
有
効
な
支
援
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q
支
援
充
実
の
た
め
に
は
庁
内
外
の
連
携
体
制

支
援
充
実
の
た
め
に
は
庁
内
外
の
連
携
体
制

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

A
現
在
、相
談
支
援
を
担
う
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が

現
在
、相
談
支
援
を
担
う
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
を
図
り
幅
広
い
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

連
携
を
図
り
幅
広
い
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
者
へ
の
支
援
方
針
な
ど
を
共
有
し
、継
続
的
に

相
談
者
へ
の
支
援
方
針
な
ど
を
共
有
し
、継
続
的
に

支
援
し
て
い
く
多
機
関
支
援
チ
ー
ム
の
体
制
も
検
討

支
援
し
て
い
く
多
機
関
支
援
チ
ー
ム
の
体
制
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

行
政
手
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
の

行
政
手
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
で
業
務
の
効
率
化
を

推
進
で
業
務
の
効
率
化
を

Q
令
和
令
和
3
年
以
降
の
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

年
以
降
の
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
取
り
組
み
は
。

化
へ
の
取
り
組
み
は
。

A
現
在
、国
に
お
い
て
自
治
体
の
主
要
業
務
を

現
在
、国
に
お
い
て
自
治
体
の
主
要
業
務
を

処
理
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
を
作

処
理
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
を
作

成
し
、自
治
体
は
こ
れ
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導

成
し
、自
治
体
は
こ
れ
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
後
、国
か
ら
の
通
知
等

入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
後
、国
か
ら
の
通
知
等

を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Q
デ
ジ
タ
ル
化
で
時
間
的
・
距
離
的
平
等
性
を

デ
ジ
タ
ル
化
で
時
間
的
・
距
離
的
平
等
性
を

図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

A
デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及・進
展
は
、今
後
、重
要
な

デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及・進
展
は
、今
後
、重
要
な

行
政
基
盤
の
一
つ
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

行
政
基
盤
の
一
つ
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

距
離
的
な
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
手
続
き
が
で
き
る
メ

距
離
的
な
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
手
続
き
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
は
、香
取
市
の
よ
う
な
広
い
面
積
の
自
治
体

リ
ッ
ト
は
、香
取
市
の
よ
う
な
広
い
面
積
の
自
治
体

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
と

耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
と

管
理
の
確
認
を

管
理
の
確
認
を

Q
耕
作
放
棄
地
の
市
内
で
の
面
積
と
管
理
体
制

耕
作
放
棄
地
の
市
内
で
の
面
積
と
管
理
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
耕
作
放
棄
地
扱
い
の
水
田
が
約

耕
作
放
棄
地
扱
い
の
水
田
が
約
3
6
8
haha
、畑、畑

が
約
が
約
1
9
2
haha
、合
計
で
約

、合
計
で
約
5
6
0
haha
で
す
。

で
す
。

農
地
の
適
正
管
理
は
土
地
の
所
有
者
が
負
う
た
め
、

農
地
の
適
正
管
理
は
土
地
の
所
有
者
が
負
う
た
め
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
で
草
刈
り
等
の
適
正
管
理
を
お

農
業
委
員
会
だ
よ
り
で
草
刈
り
等
の
適
正
管
理
を
お

願
い
す
る
ほ
か
、調
査
で
耕
作
放
棄
地
と
わ
か
っ
た

願
い
す
る
ほ
か
、調
査
で
耕
作
放
棄
地
と
わ
か
っ
た

場
合
は
、口
頭
や
書
面
で
個
別
に
注
意
を
呼
び
か
け

場
合
は
、口
頭
や
書
面
で
個
別
に
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

Q
耕
作
放
棄
地
か
ら
の
種
や
花
粉
の
飛
散
で
周

耕
作
放
棄
地
か
ら
の
種
や
花
粉
の
飛
散
で
周

辺
住
民
に
被
害
が
出
て
い
る
が
対
応
は
。

辺
住
民
に
被
害
が
出
て
い
る
が
対
応
は
。

A
周
辺
住
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合

周
辺
住
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合

は
、必
要
に
応
じ
て
所
有
者
等
へ
適
正
管
理

は
、必
要
に
応
じ
て
所
有
者
等
へ
適
正
管
理

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

◆重層的支援体制整備事
業
◆デジタル化推進に伴う
業務の効率化
◆耕作放棄地の現状と利
活用

「
こ
と
わ
ら
な
い
」

重
層
的
支
援
体
制
の

確
立
を

辻　

達
広 

議
員

つ
じ　
　

た
つ
ひ
ろ

かとり市議会だより No.6013



質問事項

令和4年度から独立行政法人化される

◆香取おみがわ医療セン
ター地方独立行政法人
化
◆浄水器設置補助制度の
充実
◆「まちづくり協議会」の
進展と運営状況

職
員
が
公
務
員
の
身
分
を
失
う

職
員
が
公
務
員
の
身
分
を
失
う

Q
独
立
法
人
職
員
の
給
与
、退
職
金
等
の
処
遇

独
立
法
人
職
員
の
給
与
、退
職
金
等
の
処
遇

は
、ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

は
、ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

A
す
で
に
独
法
化
し
て
い
る
他
の
病
院
で
は
、

す
で
に
独
法
化
し
て
い
る
他
の
病
院
で
は
、

法
人
化
前
の
給
与
制
度
を
継
続
し
て
適
用
し

法
人
化
前
の
給
与
制
度
を
継
続
し
て
適
用
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。退
職
金
の
水
準
が
総
合

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。退
職
金
の
水
準
が
総
合

事
務
組
合
の
退
職
金
条
例
の
給
付
水
準
と
遜
色
が
な

事
務
組
合
の
退
職
金
条
例
の
給
付
水
準
と
遜
色
が
な

い
よ
う
な
、独
自
の
退
職
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え

い
よ
う
な
、独
自
の
退
職
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え

で
す
。

で
す
。

Q
病
院
職
員

病
院
職
員

の
公
務
員

の
公
務
員

の
身
分
喪
失
と
い

の
身
分
喪
失
と
い

う
激
変
に
、ど
う

う
激
変
に
、ど
う

対
処
さ
れ
る
の
か
。

対
処
さ
れ
る
の
か
。

A
独
法
化
の

独
法
化
の

方
法
と
し

方
法
と
し

て
、「
新
設
型
」の

て
、「
新
設
型
」の

場
合
は
退
職
金
の

場
合
は
退
職
金
の

精
算
、千
葉
県
市

精
算
、千
葉
県
市

町
村
職
員
共
済
組
合
か
ら
の
脱
退
等
に
よ
っ
て
福
利

町
村
職
員
共
済
組
合
か
ら
の
脱
退
等
に
よ
っ
て
福
利

厚
生
の
低
下
が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、退
職
手

厚
生
の
低
下
が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、退
職
手

当
に
係
る
在
職
期
間
が
通
算
さ
れ
、共
済
組
合
へ
の

当
に
係
る
在
職
期
間
が
通
算
さ
れ
、共
済
組
合
へ
の

加
入
も
継
続
で
き
、引
き
続
き
法
人
職
員
と
し
て
同

加
入
も
継
続
で
き
、引
き
続
き
法
人
職
員
と
し
て
同

病
院
に
勤
務
で
き
る「
移
行
型
」で
進
め
て
い
ま
す
。

病
院
に
勤
務
で
き
る「
移
行
型
」で
進
め
て
い
ま
す
。

Q
市
か
ら
独
立
行
政
法
人
へ
の
財
政
繰
出
金
額

市
か
ら
独
立
行
政
法
人
へ
の
財
政
繰
出
金
額

は
、現
行
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

は
、現
行
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

A
変
わ
り
ま
せ
ん
。令
和

変
わ
り
ま
せ
ん
。令
和
2
年
度
病
院
事
業
会

年
度
病
院
事
業
会

計
予
算
で
は
、基
準
内
と
基
準
外
を
合
わ
せ

計
予
算
で
は
、基
準
内
と
基
準
外
を
合
わ
せ

て
5
億
2
0
3
2

2
0
3
2
万
9
千
円
の
繰
出
金
が
あ
り
、う

千
円
の
繰
出
金
が
あ
り
、う

ち
基
準
外
は

ち
基
準
外
は
7
千
万
円
で
す
。基
準
外
の
う
ち

千
万
円
で
す
。基
準
外
の
う
ち
4
千

万
円
は
千
葉
大
学
へ
の
寄
附
講
座
分
で
す
。

万
円
は
千
葉
大
学
へ
の
寄
附
講
座
分
で
す
。

Q
過
去
の
第

過
去
の
第
3
セ
ク
タ
ー
の
経
営
破
綻
、東
千

セ
ク
タ
ー
の
経
営
破
綻
、東
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
不
適
切
な
運
営

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
不
適
切
な
運
営

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
防
止
策
も
含
め
、独
法
化

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
防
止
策
も
含
め
、独
法
化

に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

A
市
と
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、十

市
と
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、十

分
な
話
し
合
い
を
し
、理
解
を
深
め
な
が
ら

分
な
話
し
合
い
を
し
、理
解
を
深
め
な
が
ら

協
力
し
合
い
、病
院
の
経
営
、香
取
地
域
の
医
療
提

協
力
し
合
い
、病
院
の
経
営
、香
取
地
域
の
医
療
提

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

家
庭
用
浄
水
器
設
置
補
助
の

家
庭
用
浄
水
器
設
置
補
助
の

拡
充
を

拡
充
を

Q
水
道
未
普
及
地
域
で
鉄
分
汚
染
に
よ
る
赤
水

水
道
未
普
及
地
域
で
鉄
分
汚
染
に
よ
る
赤
水

が
現
れ
困
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
す
る
補
助
を
。

が
現
れ
困
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
す
る
補
助
を
。

A
鉄
に
つ
い
て
は
浄
水
器
補
助
の
対
象
外
で
す

鉄
に
つ
い
て
は
浄
水
器
補
助
の
対
象
外
で
す

が
、赤
水
の
原
因
は
水
質
由
来
の
場
合
だ
け

が
、赤
水
の
原
因
は
水
質
由
来
の
場
合
だ
け

で
な
く
、給
水
管
腐
食
等
に
よ
る
場
合
も
あ
り
、対

で
な
く
、給
水
管
腐
食
等
に
よ
る
場
合
も
あ
り
、対

策
が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、ま
ず
は
担
当
課
に
ご
相

策
が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、ま
ず
は
担
当
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

談
く
だ
さ
い
。

Q
佐
原
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

佐
原
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
置
の
方
向
性
は
。

設
置
の
方
向
性
は
。

A
制
度
の
周
知
を
は
じ
め
、地
域
で
の
課
題
を

制
度
の
周
知
を
は
じ
め
、地
域
で
の
課
題
を

十
分
に
話
し
合
い
、必
要
性
を
も
っ
て
設
立

十
分
に
話
し
合
い
、必
要
性
を
も
っ
て
設
立

さ
れ
る
よ
う
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

さ
れ
る
よ
う
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

不
安
が
い
っ
ぱ
い
、

香
取
お
み
が
わ
医
療

セ
ン
タ
ー
独
法
化

根
本 

義
郎 

議
員

ね　
も
と 

よ
し
ろ
う
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質問事項

12月定例会  8人の議員が一般質問

ＤＸ推進で電子申請化も進む

Q
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
行
政
サ

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
実
現
す
る

ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
実
現
す
る
D
X

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
政
府

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
政
府

も
推
進
す
る
。こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
は
。

も
推
進
す
る
。こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
は
。

A
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
事
例
と
し
て
、電
子

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
事
例
と
し
て
、電
子

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q
行
政
手
続
き
の
は
ん
こ
廃
止
が
進
ん
だ
。市

行
政
手
続
き
の
は
ん
こ
廃
止
が
進
ん
だ
。市

で
も
税
務
証
明
交
付
申
請
書
の
押
印
が
不
要

で
も
税
務
証
明
交
付
申
請
書
の
押
印
が
不
要

と
な
っ
た
が
押
印
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
手
続
き
は
。

と
な
っ
た
が
押
印
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
手
続
き
は
。

A
市
の
条
例
や
規
則
等
に
押
印
の
あ
る
様
式
を

市
の
条
例
や
規
則
等
に
押
印
の
あ
る
様
式
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、約

調
査
し
た
と
こ
ろ
、約
1
2
0
0

1
2
0
0
件
あ
り
ま
し

件
あ
り
ま
し

た
。押
印
の
必
要
性
を
個
々
に
検
討
し
た
上
で
、様
式

た
。押
印
の
必
要
性
を
個
々
に
検
討
し
た
上
で
、様
式

の
改
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

の
改
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
D
X
推
進
の
背
景
に
は
職
員
数
減
少
と
行

推
進
の
背
景
に
は
職
員
数
減
少
と
行

政
効
率
化
の
両
立
も
あ
る
。合
併
後
か
ら
の

政
効
率
化
の
両
立
も
あ
る
。合
併
後
か
ら
の

職
員
数
の
推
移
と
今
後
の
想
定
、

職
員
数
の
推
移
と
今
後
の
想
定
、D
X
推
進
へ
の
見

推
進
へ
の
見

解
は
。

解
は
。

A
平
成
平
成
1818
年
度
年
度

が
９
２
１
人
、

が
９
２
１
人
、

令
和
令
和
2
年
度
が
５
８
８

年
度
が
５
８
８

人
と
な
り
、３
３
３
人

人
と
な
り
、３
３
３
人

3636
・
2
％
の
減
。現
在
、

％
の
減
。現
在
、

第
4
次
職
員
定
員
適

次
職
員
定
員
適

正
化
計
画
を
策
定
中

正
化
計
画
を
策
定
中

で
す
が
、職
員
は
削
減

で
す
が
、職
員
は
削
減

す
る
方
向
で
す
。Ｄ
Ｘ

す
る
方
向
で
す
。Ｄ
Ｘ

は
、国
が
示
す
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
等
を

は
、国
が
示
す
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
等
を

注
視
し
な
が
ら
、さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

注
視
し
な
が
ら
、さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
で

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
で

移
住
促
進
を

移
住
促
進
を

Q
令
和
令
和
3
年
度
に
補
助
上
限
引
き
上
げ
や
要
件

年
度
に
補
助
上
限
引
き
上
げ
や
要
件

緩
和
等
、制
度
が
拡
充
さ
れ
る
が
活
用
し
な

緩
和
等
、制
度
が
拡
充
さ
れ
る
が
活
用
し
な

い
の
か
。

い
の
か
。

A
国
か
ら
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
補

国
か
ら
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
補

助
率
が

助
率
が
2
分
の
分
の
1
の
た
め
、市
は
交
付
額
の

の
た
め
、市
は
交
付
額
の

2
分
の
分
の
1
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

所
得
要
件
の
緩
和
等
で
交
付
対
象
者
の
増
加
が
想
定

所
得
要
件
の
緩
和
等
で
交
付
対
象
者
の
増
加
が
想
定

さ
れ
、市
の
財
政
負
担
等
を
考
慮
す
る
と
現
状
で
は

さ
れ
、市
の
財
政
負
担
等
を
考
慮
す
る
と
現
状
で
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が

身
に
つ
く
学
習
を

身
に
つ
く
学
習
を

Q
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

ス
ク
ー
ル
構
想
の
1
人
1
台
端
台
端

末
は
授
業
で
ど
う
活
用
さ
れ
る
か
。

末
は
授
業
で
ど
う
活
用
さ
れ
る
か
。

A
具
体
的
な
活
用
例
と
し
て
、①
課
題
解
決
の

具
体
的
な
活
用
例
と
し
て
、①
課
題
解
決
の

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
た
情
報

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
た
情
報

収
集
②
写
真
・
音
声
・
動
画
等
で
自
分
の
考
え
を
ま
と

収
集
②
写
真
・
音
声
・
動
画
等
で
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
、そ
れ
を
共
有
し
て
の
学
習
③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

め
、そ
れ
を
共
有
し
て
の
学
習
③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
等
を
用
い
た
発
表
④
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ョ
ン
ソ
フ
ト
等
を
用
い
た
発
表
④
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
や
個
別
学
習
な
ど
で
す
。

学
習
や
個
別
学
習
な
ど
で
す
。

Q
端
末
を
持
ち
帰
り
家
庭
学
習
等
で
活
用
で
き

端
末
を
持
ち
帰
り
家
庭
学
習
等
で
活
用
で
き

る
の
か
。

る
の
か
。

A
今
回
の
整
備
で
は
基
本
的
に
は
学
校
内
で
の

今
回
の
整
備
で
は
基
本
的
に
は
学
校
内
で
の

活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆ＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）
の推進
◆移住・定住施策
◆ＧＩＧＡスクール構想
の実現

香
取
市
の

行
政
手
続
き
を

さ
ら
に
便
利
に

加
藤 

裕
太 

議
員

か　
と
う 

ゆ
う　
た
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

3月 傍聴自粛のお願い
ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

編集後記

定例会
の日程

こだわりの逸品を生み出す香取の匠たちをご紹介します

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/
香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の3月定例会での受け付けは、2月10日（水）午後4時ま
でとなります。

市議会をより詳しく知りたいときは

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧で
きます。9月定例会の会議録
までご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ
中継は、市議会ホーム
ページで視聴できます。
録画映像は、おおむね1
週間後から視聴可能です。

12月定例会のライブ中継
視聴者数は96人、12月1
日から12月31日までの
録画再生件数は226件で
した。

議会中継会議録

Vol.10
コーディネーター（佐原イ）

前田 誠之さん　
まえ だ まさ ゆき

　佐原のまちが衰退している。前田さんは離れていた
数年で、東京一極集中がもたらす地方の弊害を目の当
たりにし、地域をプロデュースする活動を仲間たちと
共に始められました。そのような中、成田国際空港㈱
と共同開催したオンラインツアーのコーディネーター
を任され、その後の観光へとつなげる効果的な場所と
して佐原の歴史的町並みや、背景（物語）を詰め込ん
だお土産品を選定し、好評を得ました。
　人口増をベースにした経済発展は、今後、さらに成
り立たなくなります。都会から若者が戻ってこない理
由は「稼げない」から。地域資源の価値を高める発想
の転換が、地方には必要と訴えます。市内ではすでに

地域資源の価値を
高め、若者が稼げる
まちづくりを

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた
め、当面の間、本会議および委員会等の傍聴
は、できる限り自粛いただくようお願いします。

本会議
本会議（一般質問調整日）
予算審査特別委員会
常任委員会
本会議

 2/ 22（月） 25（木） 
 3/ 3（水） 4（木） 5（金）
  8（月） 9（火） 10（水）
  11（木） 12（金）
  19（金）

　新型コロナウイルス感染症の終息が見えないまま、自粛生活
の中で迎えた令和3年のお正月。今年こそコロナに打ち勝って
明るい話題の多い年にしたいものです。市民の皆さんと議会を
結ぶ「市議会だより」も60号を数え、60歳の皆さんにご登場
いただいて特集を組みました。これからも身近に感じられる議
会を目指していけるよう頑張りたいと思います。 （河野）

　市議会だよりは60号、香取市は合併から15年を迎えます。
当時は高校生から大学生になる間の時期でした。合併当初と
最近のものを見比べると内容や見せ方など大きく変わってい
ることに気付きます。理想的なかたちはいろいろあると思い
ますが、今後も市民のみなさんにわかりやすい議会だより、
身近な議会を目指していきます。 （加藤）

価値を高め満足度を上げることで、高単価でも商売と
して成り立つ成功例もあります。重伝建や日本遺産等
の認定で、小野川沿いのエリアは価値が上がり、特色
を生かした店の新規参入も増えています。また、同じ
文化を持つ醸造業が盛んな利根川流域の自治体や北総
四都市など、広域的に連携することが効果的だと考え
ています。
　市には民間にとって「日本一組みやすい自治体」を
目指し、後押しする存在であってほしいと望みます。
地方には公民問わず優秀な人材がたくさんいて、環境
が整えば必ず活躍できると前田さん。若者目線でのま
ちづくりの発想は尽きることがありません。

傍聴およびライブ中継、録画再生件数
R2.6月R1.12月 R2.12月R2.3月 R2.9月

傍聴自粛にご協力いただきありがとうございます。

35人

443件

131人

277件

19人

351件

124人

208件

95件

4人

※ライブ
　配信なし

91件

256件

63人
10人

183件

327件

226件

5人
96人ライブ

中継

録画再生

傍聴
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